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地域の子ども指導者育成支援のための意見交換会 グループワーク意見概要 

課題 解決策 

【周知・勧誘】 

・子ども会の存在を知らないという声（ア

ンケート）にショックを受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

・子ども会活動の周知のしくみ（回覧板・広報など）が

必要。 

・回覧板で町内毎戸に加入依頼の文書を配布、日時を決

めて集会所で受付している。 

・ねぷたの寄付（毎戸）の巡回の際に、子ども会につい

ても勧誘している。 

 

★事例 

学校に依頼し、入学時健診や春の学校だよりで子ども

会のＰＲを実施。町内在住の児童限定での文書配布も。 

 

【保護者】 

・「保護者が面倒」というのが本音ではない

か。 

・役員が大変というのは昔からある。 

・大人の人間関係でやめることがある。 

・役員をやりたくないから子ども会を抜け

るという例もある。 

・団地など移住者が増えている。 

・昔は移住者が少なかった。 

・アパートなど、町会に加入しない移住者

もいる。 

・小さい町会は全員加入が多い印象。 

・町会の規模が大きいと問題が多く調整が

難しそう。 

・懇親会（飲み会）に参加しない保護者が増

えている。 

・ＰＴＡと子ども会で役員が別々で交流が

ない。 

 

 

・以前の行事を見直し、保護者の負担を減らす。できれ

ば２～３人で回せる事業を中心にする。 

・学校運動会で町会対抗リレーをやっていた。町内保護

者の交流につながる。 

・他町会の子ども会に加入希望する子どももおり、受け

入れている会もある。 

・親のやりたいことではなく、子どものやりたいことを。 

・親子で一緒に楽しくというスタンスで。 

・親同士も LINE 交換して話し合い、仲良くする。 

・子どもの楽しめるイベントと保護者の親睦を深めるイ

ベントをからめて実施する。 

 

 

★事例 

 低学年は棒パンづくり、高学年と大人は焼肉を中心に

親子での食事イベントを開催。 
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【子ども】 

・クラブや習い事で子どもたちが忙しい。 

・高学年になると子どもが参加しなくな

る。 

・中高生も加入できる会もあるが、名前だ

けで出てこない。 

・町会によって子どもの構成人数が異な

る。低学年が多い、高学年が多いなど。 

・ジュニアリーダーのような人材を増やし

たい。 

・人前で話すのが苦手な子が多い。 

・子どもの名前が読めない。 

 

 

 

・子どもにやりたいことを聞き、手伝わせる。 

・子どもに出番や人前に出る機会を与える。 

・大人も子どもも楽しめる交流会、食事会。（棒パン＋焼

肉など） 

・高校生まで入れるようにする。 

 

★事例１ 

 地域のまつりで子どもカラオケ大会。 

 老人クラブとのゲーム対決。 

★事例２ 

 町会、老人クラブに協力を依頼し、ハロウィンを実施。

仮装した子どもたちが町内３０軒ほどを回ってお菓子

をもらい、集会所に戻って配分。 

 

【活動資金】 

・活動する資金源がない。 

 

 

 

 

 

 

・お金がないなりに子どもは楽しめるのではないか。 

・集会所にゴミステーションを設置し資源回収。 

・資金源として「多面的機能支払交付金」、「農地・水保

全管理支払交付金」、「緑の少年団」などがある。町会

で情報を持っている場合もあるので相談してみてはど

うか。 

 

【行事】 

・行事がマンネリ化している。 

・夏祭り等の出店は保護者の負担が大きく

子どもたちに構っていられない。 

 

 

・親子レクのアイディアを子ども会活動でも使えるので

はないか。 

・祭りの出店を外部委託している例もある。 

 

【運営】 

・連絡手段がいまだに紙。事業は町内回覧

でお知らせ。 

 

 

・LINE オープンチャットを活用し、情報を一括配信。 

 行事出欠もアンケート機能で。 

 学校や外部からの文書は画像で共有。 

【育成協議会】 

・今の子供の考えていること、保護者の考

えていることを知りたい。 

・現在は協議会にベテランが多いため、若

い人にも育成協議会に参加してほしい。 
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【要望・期待】 

・黒石市内では、中高生を指導者として活動させている。手法を参考にしたい。 

・子どもフェスティバルのチラシ（全児童に配布）の中で、子ども会加入のＰＲをできないか。 

・ジュニアリーダー研修がねぷた準備時期と重複するので、時期の変更を検討してほしい。 

・子ども会の会長も学校行事に参加してほしい。 

・各町会をまわるラジオ体操のスタンプラリーの実施。（親の負担を排除） 

・多世代交流の場が増加することを望む。（町会、神社と子ども会、ＰＴＡなど） 

・他の子ども会との交流をしてみたい。（ゲーム合戦など） 

・情報交換会を毎年続けてほしい。 

・意見交換会などで話して情報共有できればよい。 

・行政から単位子ども会に補助金を出してほしい。 

・地区の集会所を気軽に使えるように（鍵の貸借など）改善してほしい。 

 


